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儀礼文献としての『一乗法界図』
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＜要約文＞
『一乗法界図』（以下『法界図』）は，７世紀，朝鮮半島の華厳宗の初祖である義相（義
湘）の著作である。それは華厳思想を七言三十句の合計２１０文字にまとめ，それを四角
形に配置し，中心から迷路のように読み進む形式になっている。これは韓国の華厳宗
の中心文献として新羅，高麗時代には思想研究が盛んに行われた。一方で『法界図』は
『法性偈』とも呼ばれ，儀礼文献としても用いられてきた。本稿は，思想文献ではなく，
儀礼文献としての『法界図』に着目し，その用いられ方を調査したものである。結論
は次の二点である。第一に，読誦儀礼文献としては，寺院の日常儀礼の中の朝夕の礼
仏の中で読誦されるほか，預修斎や霊山斎といった供養儀礼の中でも用いられる。第
二に，『法界図』の読み方を示す図印の形から，その形に合わせて歩く「図印周り儀礼」
が生まれ，現在では大衆法会として行われている。このように韓国の僧侶や信者は『法
界図』の意味と形式に神秘的な力を見出し，儀礼文献としての性格を与えてきた。こ
れが，『法界図』が現代まで継承されてきた理由であると言える。
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１ 問題の所在
『一乗法界図』（以下『法界図』）は，７世紀，朝鮮半島の華厳宗の初祖
である義相（義湘とも表記，６２５―７０２）の著作で，華厳思想を七言三十句
の合計２１０文字にまとめ，それを四角形に配置し，中心から迷路のように
読み進む形式になっている。これは韓国の華厳宗の中心文献として新羅，
高麗時代には思想研究が盛んに行われた。同時に『法界図』は，『法性偈』
と呼ばれ読誦儀礼の文献となった。現在，仏教信者の常用経典１の中には，
『般若心経』などと並び『法性偈』が入っている。さらに『法界図』の図
としての形式が「図印周り儀礼」（筆者の命名）という独特の儀礼を生ん
だ。
本稿は，華厳文献としてではなく，儀礼文献としての『法界図』＝『法
性偈』に着目し，その用いられ方を調査したものである。筆者は従来，華
厳思想文献としての『法界図』の研究だけを行い，儀礼文献としての側面
には注目してこなかったが，最近になり『法界図』が現在まで継承されて
きた理由が儀礼の側面にあるのではないかと思うようになった。韓国仏教
の儀礼に関する研究は盛んに行われているようであるが，その中で『法界
図』を中心とした研究は管見では見られない。
２ 『法界図』についての概説
著者の義相は新羅で生まれ，先輩の僧侶・元暁（６１７―６８６）とともに唐
での学習を志したが，途中で困難に直面し元暁は帰国したが義相は唐に入
り華厳宗第二祖の智儼（６０２―６６８）に師事した。そして総章元年（６６８）年
７月１５日に『法界図』を著わした。『法界図』は華厳の世界を表現した七
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言三十句，２１０文字からなる漢文であるが，これを〈図表１〉のような形
で配置する。これは縦１４文字，横１５文字からなる。さらに真ん中の「法」
字から始まる読み方を示す線が赤で示される。すなわち読み方は，中心の
「法」の字から読み始め，迷路をたどるように上下左右に屈曲して最後は
「仏」の字で終わる。これには思想的な意味があり，修行（因）と悟り（果）
とは一見すると別に見えるが，華厳の世界ではそれが一体（中道）である
ことを示している。
七言三十句と，その現代語訳を掲げると次のようになる。
法性円融無二相（法性は円融であって一体であり）
諸法不動本来寂（万物は動かず本来的に静寂である）
無名無相絶一切（名称も姿もなく一切を超越している）
証智所知非余境（それは悟りの智恵を持つ人だけが分かり，他の人
はわからない）
真性甚深極微妙（真理は奥深く，とても微妙で）
〈図表１〉『一乗法界図』図印
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不守自性随縁成（自性を守らず縁にしたがってはたらきだす）
一中一切多中一（一の中に一切があり，多の中に一がある）
一即一切多即一（一はそのままで一切であり，多はそのままで一で
ある）
一微塵中含十方（一つの微塵の中に十方世界を含み）
一切塵中亦如是（このことは一切の塵の中でも同様である）
無量遠劫即一念（数えきれないほどの時間もそのまま一瞬であり）
一念即是無量劫（一瞬はそのままで数えきれないほどの時間である）
	九世十世互相即（九世と十世とは互いに混じり合うが）

仍不雑乱隔別成（同時にそれぞれの姿も保っている）
初発心時便正覚（初めて悟りの心を起こした時そのままが悟りであ
り）
生死涅槃常共和（生死と涅槃とは常に一緒である）
理事冥然無分別（絶対の世界と相対の世界とは融け合って区別が無
い）
十仏普賢大人境（それは十仏と普賢菩という優れた方々が知れる
世界なのだ）
能仁海印三昧中（釈仏は海印三昧の中で）
繁出如意不思議（思い通りになる不思議なことを次々と出し）
雨宝益生満 空（宝を雨らせ，衆生に利益を与えて虚空に満る）
衆生随器得利益（衆生は能力に応じて利益を得る）
是故行者還本際（それゆえ行者は本源に帰るけれども）
 息妄想必不得（妄想を息めることが難しいと悟りは得られない）
無縁善巧捉如意（無縁の善巧によって如意を捉え）
帰家随分得資糧（家に帰り分に応じて資糧を得る）
以陀羅尼無尽宝（陀羅尼の無尽の宝をもって）
荘厳法界実宝殿（法界の真実の宝殿を荘厳し）
儀礼文献としての『一乗法界図』（佐藤） 365
窮坐実際中道床（実際，中道という究極の床に座って）
旧来不動名為仏（本来的に不動であることを仏と名付ける）
これは全体として『華厳経』が起こり，仏の世界から菩の世界へ展開
し，そして衆生に行きわたるさまを説いている。中でも「一中一切」，
「一即一切」は華厳思想の代名詞とも言える表現である。
新羅に帰国した義相は，『法界図』をもとに華厳の教えを広め，以後，
その系統が新羅から高麗の華厳学の中心となった。新羅時代には，法融『法
記』，真秀『真記』，著者不詳『大記』といった注釈書が作られた。高麗時
代になると１０世紀に活動した均如（９２３－９７３）が『一乗法界図円通記』を
著わした。さらに１３世紀ころには新羅高麗時代の『法界図』の注釈書や関
連文献を集めた編者不詳『法界図記叢髄録』が著わされた。朝鮮時代にな
ると仏教界は，朝鮮王朝の儒教を尊崇し仏教を抑圧する崇儒抑仏政策によ
り沈滞するが，そうした中でも雪岑（１４３５―９３）『華厳一乗法界図註』，有
聞（１８世紀）の『法性偈科註』が著わされている。
一方，『法界図』は『法性偈』という名で儀礼文献としても用いられた。
『法性偈』と呼ばれた理由は，『法界図』が「法性円融」という言葉から始
まるからである。この名前が確認されるのは管見では１７世紀，朝鮮時代後
半以後である２。次節では『法界図』が儀礼文献として使われている例を
見る。
３ 儀礼文献としての用例
本節では，『法界図』＝『法性偈』が儀礼文献として用いられた姿を，１
読誦儀礼，２図印周り儀礼に分けて論ずる。
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３‐１ 読誦儀礼
３－１－１ 朝夕の礼仏
韓国の僧侶は朝夕に礼仏儀礼を行うが，この中で『法性偈』が唱えられ
る。仏教儀礼研究者の正覚によれば３，礼仏儀礼には広狭の二義があり，
広義の礼仏は１道場誦，２鐘誦，３礼敬からなり，狭義のそれは礼敬から
なるという。この中，『法性偈』が読誦されるのは，広義の礼仏の１道場
誦においてである。
道場誦とは道場を清めるという意味の儀礼である。これは（１）道場釈，
（２）四方讃，（３）道場讃の三部から構成される。この中，（１）道場釈
は，浄口業真言，五方内外安慰諸真言，開経偈および開法蔵真言，
真言または陀羅尼・経文からなる。この中，『法性偈』はに登場する。
正覚によれば，道場釈で用いられる陀羅尼・経文には，『四大呪』，『千手
陀羅尼』，『法性偈』，『般若心経』，『解脱呪』などがあるという４。私が取
材した韓国の曹渓宗の僧侶によれば，『法性偈』は毎日唱えるものであり，
『般若心経』は仏に向かって唱え，『法性偈』は霊壇に向けて唱えるのだと
いう。５（２）四方讃とは東西南北の四方の清浄と平安を祈願するもので
ある。（３）道場讃は，道場を讃嘆し，天の神々の加護を祈るものである。
なお読誦する際，『法界図』に少し変形が加えられる。三十句の最後は
「旧来不動名為仏」であるが，それに続けて「旧来不動名為法」，「旧来不
動名為僧」を加える。すなわち旧来不動の仏，法，僧の三宝が揃うように
なっているのである。また前述した曹渓宗僧侶の話では，『法界図』を覚
えるのは，僧侶になる前の見習い段階（「行者」という）の時だという。
現在，インターネット上では韓国の僧侶が唱える『法性偈』を聞くことが
できる。これを聞くと，手で持つ木魚のリズムに合わせて朗々としたメロ
ディーが付けられて歌われている。
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３－１－２ 霊山斎
霊山斎は韓国仏教を代表する仏教儀礼である。これは亡くなった人の霊
を仏の世界へ送る儀式で，釈迦が霊鷲山で説法を行った霊山会相を再現し
たものである。４９日法要の一種で，霊魂が極楽浄土に行けるよう祈願する
とともに大衆に，仏法の教えを伝える目的で行われた。現在はソウルの奉
元寺で行われるものが有名であり，１９７３年に重要無形文化財に指定され，
また２００９年にユネスコ世界無形遺産に登載された。
洪潤植の『霊山斎』には多くの写真とともに霊山斎の次第が説明されて
いる。これをもとに『法界図』が用いられている例を見る。まず霊山斎は
次の９つの次第からなる６。
侍輦 信仰対象となる仏菩を儀式の場に招請したり，供養を受ける
霊魂を迎える儀式である。寺院の入口に出て縁により案内するという意味
を持つ。この時には引路王菩の幡旗を先頭に，各種の令旗の行列が続く。
今日では仏菩の侍輦は省略し，霊魂を奉安する儀式である。
対霊 儀式の場に迎えた霊魂に簡単な接待を行い，仏菩の前に進む
ための準備を行う儀式である。
灌浴 霊魂が仏壇に進んで仏法を聞く前に，穢れた体をきれいに清め
る浄化の儀式である。
神衆作法 仏菩を招請し仏法を聞くことができる機会を作るために，
まず道場を清めるという意味で行われる。守護神である四天王など各種の
神衆を儀式の場に招請し，供養を勧め，道場の清浄を発願する。
上壇勧供 以上の儀式が終わった後，はじめて仏・菩を招請道場に
招請し，供養を勧め，仏法を聴き，加被力を受けることを発願する。この
上壇勧供が霊山斎の核心をなす部分である。
施食 霊魂に食事を接待する祭祀儀式である。上壇勧供は仏壇の前で
行うが，施食は別途に準備された霊壇の前で行う。一般に行われる祭祀儀
礼に該当する。この施食儀礼が終わると，有主無主孤魂のすべての者に飲
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食を接待する奠施食儀礼を行うこともある。
奉送 霊山斎の儀式道場に招請した仏・菩・守護神・霊魂をお送り
する儀式である。仏・菩を先に送り，続いて守護神として神衆，そして
霊魂の順で奉送する。
焼台儀式 儀式に使った霊魂に着せる服と様々な荘厳の道具を燃やす
儀式である。具象化されたすべての物を燃やし，再び空の状態に帰ること
を象徴する。
食堂作法 以上のすべての儀式を終えた後，掛仏を下ろして本来の場
所に奉安し，庭を片付けた後，供養に入るための儀式である。
この中，『法性偈』が唱えられるのは灌浴の部分においてである。そ
こでは僧侶が「普礼十方常住，法身報身化身諸仏陀。普礼十方常住，経蔵
律蔵論蔵諸達摩。普礼十方常住，菩縁覚声聞諸僧伽。」を唱えた後，大
衆が一列に並び，円を描きながら『法性偈』を唱える。並ぶ順序は，法住
僧の前に手で持つ木魚を鳴らす僧侶が先導し，その後に鈴を鳴らす僧侶，
その後に楽器を持った僧侶が並び，その後に遺族と亡くなった人の位牌が
続く７。
洪潤植の『霊山斎』の写真で注目されるのが，儀式の中で『法性偈』が
書かれた屏風が用いられることである。対霊においては，この屏風の前
に壇を設け，そこに亡くなった人の写真を置き供物を捧げ，遺族がお辞儀
をしている場面の写真がある。また灌浴においては灌浴壇の前にこの屏
風を置き，その前に僧侶が結手文を置いて自ら印を結んでいる写真があ
る８。ここから霊山斎における『法性偈』は，儀式の中の一部分で読誦さ
れるだけでなく，屏風というアイテムとしても活用されていることがわか
る。
３－１－３ 預修斎
預修斎とは生きている人が自分の来世のために功徳を積むための儀礼で
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ある。すべての次第を説明すると長くなるので省略するが，大まかな流れ
は，道場を清め，仏，菩，十王などを勧請し，食事や浴室などの供養を
捧げて所願を述べ，最後に勧請した仏菩に帰っていただくというもので
ある。ただ預修斎の場合，功徳を積むために紙でできた紙幣を燃やして功
徳とするという儀礼が特徴的である。
預修斎の中で『法性偈』が読誦されるのは「献座安位篇」という箇所で
ある。正覚の解説にしたがうと，儀礼の次第は次の如くである９。
沐浴を終えた後，聖賢たちを蓮華台に引導する儀式を行う。まず法主が
鈴を鳴らし，「冥府十王と一切の大衆がすでに三業を清浄にしたまま，十
方常住の三宝に礼を捧げ，逍遙自在なることから，端正に座に就いてくだ
さるように」という内容の偈を読誦した後，浴室から冥府の十王の牌を輦
に奉安し，木魚と鈴，太鼓などに合わせ，同音で『法性偈』を唱え，ナビ
舞（仏教舞踊）とともに廻り歩いた後，輦が庭の前に至ると止めて籠を下
す。さらに法主が偈文，陀羅尼を唱えて儀式を終える。
３－１－４ 小結
以上，読誦文献としての『法界図』について簡単に見てきた。朝夕読誦
には疑問点はないが，霊山斎と預修斎については，なぜこれらの部分で『法
界図』が用いられたのかという疑問が残る。ただ，それを知るためには儀
礼全体の構成や用いられる典籍を調べる必要があるが，現段階ではそこま
での調査はできなかった。現段階で最低限，言えることは，韓国仏教の伝
統の中で，『法界図』に神秘的な力を認め，そしてそれを儀礼の次第に挿
入していたということである。
上に挙げた例のほか，儀礼の中で『法性偈』が出てくる文献に，智還『天
地冥陽水陸齋儀梵音刪補集』，智禅『五種梵音集』，亘 『作法亀鑑』など
がある。これらを合わせて綿密に検討することにより，儀礼の中の『法界
図』の意味がわかるのかもしれないが，今後の検討課題とする。参考とし
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て巻末に資料編として原文を掲げた。
３－２ 図印周り儀礼
３－２－１ 図印周り儀礼とは
『法界図』は何よりも図印の形が印象的である。そこから大きな『法界
図』図印を地面に描き，その上を『法界図』の読む順番にしたがって歩く
儀礼が生まれた。これを便宜的に「図印周り儀礼」と呼ぶことにする。〈図
表２〉はその概念図である。
韓国の名刹の一つ海印寺では毎年４月に頂載仏事と呼ばれる儀礼が行わ
れている。これは仏教信者が頭（頂）の上に高麗大蔵経の版木を載せ，図
印周り儀礼を行うものである。頭の上に大蔵経を載せる理由は，朝鮮時代
に高麗大蔵経が，あるお寺から海印寺に移される時，頭の上に経典を載せ
て移動したという故事に基づくという。これは海印寺だけでなく，松広寺，
〈図表２〉図印周り儀礼の概念図
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奉恩寺などでも行われている。
これは数十年前から行われたものらしいが，誰が「図印周り」のアイデ
アを出したのかはわからない。ただ，韓国の仏教儀礼を集めた『釈門儀範』
の中にヒントとなるものがあるので紹介する。それは成道斎山林式という
儀礼である。
３－２－３ 成道斎山林式と「海印及十波羅蜜精進図」
成道斎山林式とは，仏教の開祖・釈尊の成道の日，すなわち１２月８日に
行われる儀式である。正覚の解説にしたがって説明すると次のようにな
る１０。儀式は前日の日没頃から始まる。まず禅家の偈頌として，暮偈頌
と頌子の偈を唱えた後，懺悔偈，懺悔真言を唱える。そして霊山
斎上・華厳会上・蓮池弥陀会上の仏菩に対する帰依を行う。続いて成道
の当日，夜明けの頃，朝偈頌，	頌子の偈を唱えた後，修行成道の意志
を誓う
立志偈を，そして三宝に対する帰命を行った後，懺悔真言と
霊山斎上の仏菩に対する帰依を行い，壁を見つめたまま入山偈と頌
子の偈を唱える。また念仏偈と阿弥陀仏十念を行った後，出山偈およ
び頌子の偈を唱える。これは念仏と参禅によったまま成仏への原動力とす
るという参禅・念仏修行の意味を象徴するものであるとされる。
続いて十波羅蜜精進図にしたがって十波羅蜜の精進図を周り，『法
性偈』を唱え，法性図を回ることにより儀礼が終わる，とある。この最後
の，が図印周り儀礼に関連する内容である。
正覚が依拠した近代に出来た仏教儀礼書『釈門儀範』に「海印及十波羅
蜜精進図」（図表３）が紹介されている１１。これは「海印図」と「十波羅
蜜図」が合わさったものである。「海印図」とは中央にある『法界図』の
図印のこと。「十波羅蜜図」とは，海印図の周囲にある十個の模様を十波
羅蜜と対照させたものでありユニークなものである１２。
いつ作られたかはわからない。ただこれら十個の模様は１８世紀の捌関の
372 専修人文論集１０３号
『三門直指』（韓仏全１０・１６２a）に出，そこでは「此図之作，始於古叢林綻
花之時，而 十度，修因菩大行。」と説明されている。これによれば「古
叢林綻花之時」から始まったというが具体的にはわからない。少なくとも
朝鮮時代後期には存在したのであろう。そして海印図と精進図はやがて一
緒に描かれるようになった。
話を儀礼に戻す。正覚はでは「十波羅蜜図」を周る儀礼を行うと言う。
『釈門儀範』の編者である安震湖は，精進図を回る時のことについて少し
言及しているが詳しいことはわからない１３。
最後に『法界図』での図印周り儀礼はどうであろうか。正覚は，『釈
門儀範』が精進図を紹介した後に『法性偈』を書いていることから，『法
性偈』を唱えながら図印の形を回ったのではないかと推測しているが，はっ
きりしない。１４図印周り儀礼の起源については今後も調査が必要である。
３－２－３ 最近の図印周り儀礼
話を現代に戻す。前述した海印寺の頂載儀礼は年に一度開かれるもので
〈図表３〉海印及十波羅蜜図（安震湖編『釈門儀範』をもとに作図）
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あるが，今から１０年位前から図印周り儀礼自体は常時できるようになって
いる。この儀礼の説明文が面白いので紹介する。
『華厳経』を要約した２１０字の法性偈の文字一つ一つは，善財童子が会った５３善知
識に代わるものです。それゆえ海印図に従って回る過程は，業障が消滅し，真理
を悟っていく旅程です。自分の発願を所願紙に書いて海印図を回ると所願が成就
するのはもちろん，懺悔の内容を所願紙に書いて海印図に従って回ると，死後に
まで大きな功徳があります。海印図を多く歩いた人は死後，業鏡台（筆者注：衆
生の罪を写す鏡）の前に立つとき，その鏡に海印図が現れ，生前に造った罪業が
鏡の中の海印図の迷路にしたがい回って出て来るようになります。その過程で自
分の罪業が法性偈の文字に一つずつ会うたびに消えて行き，結局は消滅するよう
になるといいます。
『法性偈』の文字を『華厳経』入法界品に登場する５３善知識と結び付けた
り，図印周りを行うことによって業障が消滅し，真理を悟るというのは，
最近考え出された話であろう。そして儀礼を行う人が願い事を書く紙（所
願紙）に願い事と懺悔する事を記し，図印を周ることにより，現世で所願
が成就し，死後に罪障が滅するというのである。その具体的な方法は次の
４点である。
１ 所願紙に自分の名前と所願ないし懺悔の内容を書いた後，海印図の前に立ち，
合掌，半拝し，矢印の方向にしたがって入口に入ります。
２ 発願した内容を心に刻み，所願紙の後ろに書かれた法性偈を唱え，瞑想する
ようにゆっくりと歩きます。
３ 海印図全体を一周すると，再び最初に出発した庭中塔（筆者注：石塔）の前
に立ちます。これは最初に出発したその場であると同時に，煩悩妄想を離れた
般若の智慧の場です。諸仏菩の加被により罪業が消滅し新たにきれいに生ま
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れたという場所でもあります。
４ 廻向を行う心で，庭中塔に合掌・半拝し，再び開かれた道にしたがって進み
ながら，持っていた所願紙を所願箱に入れてください。
さらに次のような説明がある。
所願紙は無人販売台（金額１０００ウォン＊日本円約１００円）に準備されており，所願
紙を入れた箱は毎日回収し，翌日の朝の礼仏の時，僧侶たちの祈祷とともに仏前
に捧げられます。
以上の儀礼は，伝統的儀礼と直接関係するものではなく，最近の僧侶が
考案したものであろうが，現在でも儀礼としての物語が作りだされている
ことは面白い。
４ 結語
以上，儀礼文献としての『法界図』の用いられ方を調査した。整理する
と次のようになる。第一に，読誦文献としては，寺院の日常儀礼の中の朝
夕の礼仏の中で読誦されるほか，預修斎や霊山斎といった供養儀礼の中で
も用いられていた。第二に，図印の形をなぞり歩く「図印周り儀礼」であ
り，現在では大衆法会でも行われていた。このように韓国の僧侶，信者は
『法界図』＝『法性偈』の文字と形式に神秘的な力を見出し，儀礼文献と
しての性格を与えてきた。これは『法界図』が，仏教が盛んであった新羅，
高麗時代を過ぎ，仏教が抑圧され，しかも禅宗が中心となった韓国仏教の
中で現在まで継承されてきた理由を物語るものである。さらに，このよう
に読誦，儀礼経典として『法界図』を維持してきたこと自体が韓国仏教の
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一つの独自性として考えられる。
ちなみに，『法界図』は日本にも伝来した。その中で興味深いのは，神
奈川県にある称名寺（金沢文庫）に伝わった『法界図』写本で，これには
漢文の隣に声明譜が付けられている１５。すなわち１３―１４世紀ころの日本で，
『法界図』に節を付けて歌っていたのである。これは日本でも何らかの儀
礼で『法界図』が使われていたのかもしれない。
注
１ 例として一休監修『信行手帳』（ジョンウソジョク，２００１年）には，読誦要経とし
て，三帰依，四大呪，千手経，上壇礼仏文，日常発願，行禅祝願，般若心経，法性偈，
華厳経略讃偈，荘厳念仏，光明真言などが収録されている。
２ 現在のところ，１７世紀に編纂された智禅『五種梵音集』の用例が最も早い。
３ 正覚『韓国の仏教儀礼―常用儀礼を中心として―』（ウンジュサ，２００１年）pp.
４ このほか，僧侶によっては鏡虚の参禅曲や元暁の発心修行章などを読誦するという。
５ 正覚前掲書 pp．９２―９３
６ 洪潤植『霊山斎』（テウォンサ，１９９１年初版，２００５年５版）pp．３９－４２
７ 洪潤植前掲書 p．６６
８ 洪潤植前掲書 p．６１写真
９ 正覚前掲書，p．４１６
１０ 正覚前掲書 pp．９２―９３
１１ ちなみにこの海印及十波羅蜜図をプリントしたものが海印寺の売店で販売されてい
る。
１２『釈門儀範』には，模様と波羅蜜との対応は次のように説かれている。円月は布
施を表す。広大な財宝，無畏三種施であり，衆生心にしたがい全てを満足させる。あ
たかも清浄なる虚空に光明月輪が邪無く円照するが如くである。半月は持戒を表す。
非を防ぎ悪を止め，浄戒を漸次に修成することが，あたかも初生の半月により暗が去
り明るくなるが如くである。鞋経（履物）は忍辱を表す。外の辱めに堪え忍び，法
性を内に明るくすることが，あたかも履物が外から刺されることを防ぎ足心を安全に
するが如くである。剪子（ハサミ）は精進を表す。一切智に趣向して退かないこと
が，あたかも剪の刀で物を切り進むのみで退かざるが如くである。靉靆（雲）は禅
定を表す。心を一つの対象に冥合し一切の熱悩を消滅させることが，あたかも靉靆が
垂れて大地の熱炎を止息し清涼にさせるが如くである。金剛杵は智慧を表す。智慧
工匠により我人の山を破して煩悩の鉱を発見し，覚悟の火で精錬して自己の仏性の金
宝を了然明浄にすることが，あたかも金剛杵の堅・利・明の三義が具足して進行し妨
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げ無きが如くである。左右双井（左右に並んだ井戸）は方便を表す。方便により衆
生を成熟させ，生死の海を渡らせることが，あたかも一源泉から双井を分作し，東西
に便を与えるが如くである。前後双井（前後に並んだ井戸）は大願を表す。一切仏
刹と一切衆生海に大願により遍く入り，菩行を修することが，あたかも前後双井に
貴賤が飲料を各々得るが如くである。卓環二周は正力を表す。一切の仏国土に正力
により随入し，等正覚を成ずることが，あたかも人家に堂垣を修築して昼夜に巡環し
て外侵を防止するが如くである。星中円月は大智を表す。三世一切法を如来智で遍
智し無障無碍なることが，あたかも星中の円月が遠近を照らすが如くである。
１３ 安震湖編『釈門儀範』（法輪社，１９３１年初版，１９９６年６版）p．１５８には，十番目の
星中円月の形と儀礼の関係について，「大きい部屋の四隅に小型の星体を中央に，大
型の月体を作る」などと述べているが，これが具体的な儀礼とどのように関わってい
たのかなどはわからない。
１４ 正覚前掲書，pp．２９１―２９２
１５『アンニョンハセヨ！元暁法師―日本がみつめた新羅・高麗仏教』（神奈川県立金沢
文庫，２０１７年）pp．５２―５４図版，pp．８９―９０解説
＜参考文献＞
安震湖編『釈門儀範』（法輪社，１９３１年初版，１９９６年６版）
一休監修『信行手帳』（ジョンウソジョク，２００１年）
洪潤植『霊山斎』（テウォンサ，１９９１年初版，２００５年５版）
正覚『韓国の仏教儀礼―常用儀礼を中心として―』（ウンジュサ，２００１年）
＜資料＞儀礼文献の中の『法性偈』の用例
これは儀礼文献の中で『法性偈』が出てくる箇所を集めたものである。
遺漏も多いと思われるが，今後の研究のために提示する。韓仏全は韓国仏
教全書の略である。
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儀礼名（次第名）（出典）／原文
１ 『預修十王生七斎儀纂要』献座安位篇 第十九（上巻 p．１９６）
再白冥府十王一切僚宰等衆，既浄三業，已礼十方，逍遙自在以無拘，寂静
安閑而有楽， 者香燈互列，茶果交陳，既敷筵会以迎門，宜整容儀而就座。
下有献座之偈，大衆随言后和。（次 如常三動 ，後，法性偈，引声繞匝
至庭中，止楽，下輦，動 ）法性偈，法性円融無二相（云云）
２ 施食篇，対霊，普礼三宝（下巻 p．５４）
普礼十方常住法身報身化身諸仏陀。普礼十方常住経蔵律蔵論蔵諸達摩。普
礼十方常住菩 覚声聞諸僧伽。（各各大衆等。列位霊駕。既礼三宝。還
得衣珠放下身心。依位而住（次法性偈）掛銭偈。）
３ 加持礼聖篇（下巻 p．６３）
普礼十方常住法身報身化身諸仏陀。普礼十方常住経蔵律蔵論蔵諸達摩。普
礼十方常住菩 覚声聞諸僧伽。法性偈。法性円融（云云）
４ 観音施食，奉送篇（下巻 p．７６）
諸仏子。既受香供。已聴法音。今当奉送。更宜処誠。奉謝三宝。普礼十方
常住仏。普礼十方常住法。普礼十方常住僧。行歩偈（＊引用者中略）。散
花落（三説）。南無大聖引路王菩（三説）。義相祖師法性偈（＊法性偈全
文あり。引用者中略）。（至焼台）
５ 拝送篇，第二，三壇各拝送，中壇拝送（下巻 p．９０）
我今持呪此色花。加持願成清浄故。（＊引用者中略）我於他日建道場。不
違本誓還来赴。（法性偈。或丹讃。引声。止焼台前。止楽。天王幡。神衆
位目繞送時。唱下拝送偈。尽焼為限。）
６ 成道斎山林式，附 十波羅蜜精進（下巻 p．１５４）
一，布施 円月，二，持戒 半月，三，忍辱 鞋経，四，精進 剪子，五，
禅定 靉靆，六，智慧 金剛杵，七，方便 左右双井，八，願 前後双井，
九 力 卓環二周，十，智 星中円月
１『釈門儀範』
１９３５年刊行。近代の僧侶・安震湖が仏教儀式を集大成して編纂した本。
２『天地冥陽水陸齋儀梵音刪補集』（韓仏全１１）
朝鮮時代の１７２３年，智還が刊行。新羅時代の真鑑禪師慧昭が作った『天
地冥陽水陸齋儀梵音集』を，諸小大礼預志仔五鍾集などを参考にして刪補
したもの。
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儀礼名（次第名）（出典）／原文
１ 対霊儀（４６２c）
普礼十方常住法身報身化身諸仏陀。普礼十方常住経蔵律蔵論蔵諸達摩。普
礼十方常住菩 覚声聞諸僧伽。（法主既礼三宝篇畢。咽導法性偈云。時
齋者奉位牌。進於霊壇。法主安坐真言後。茶偈云。）
２ 拈花偈例（４７３b）
稽首十方調御師。三乗五教真如法。（中略） 。 。沒 。達摩。僧伽
喃。曩謨。 覩帝。（鐘頭。侍位板。詣施食壇時。法性偈云。次法主。受
位安座篇畢。咽導。唱献座。）
３ 中壇拝送（４７６a）
我今持呪此色花。加持願成清浄故。（＊引用者中略）我於他日建道場。不
違本誓還来赴。（法性偈。或 讃。引声繞匝。至焼台前。念仏。止楽三蔵
牌及十王幡珠網） 繞送時。咽導。唱奉送偈。以和請声送之。）
４ 下壇（４７８a）
普礼十方一切仏。舎利霊牙 覩波。普礼十方一切法。五教三乗妙法蔵。普
礼十方一切僧。菩 覚声聞衆。（普礼既畢。奉位牌。詣施食壇。一時法
性偈云云。次法主。受位安座篇畢。献座云云。）
５ 下壇迎請之儀（４８８a）
稽首十方調御師。三乗五教真如法。菩声聞 覚僧。一心帰命虔誠礼。（次
三頂礼及為利偈。次鍾頭。侍位板。詣施食壇。時唱法性偈云。受位安座篇
末。献坐。）
６ 中壇迎請之儀（４８９b）
法身遍満百億界。普放金色照人天。応物現形潭底月。体円正坐宝蓮台。（次
如常三動 後法性偈。引声。繞匝。至庭中。止楽。下輦。時咽 。如常動
後。 礼聖衆篇末。咽 。礼偈云。）
７ 受位安座（４９９b）
（各各列名霊駕。諸仏子。上来承仏摂受。仗法加持。既無囚以臨筵。願
獲逍遙而就座。下有安座之偈。大衆随言後和。各幡還位時。法性偈云。）
８ 指壇真言（５０１c）
普礼十方常住法身報身化身諸仏陀。普礼十方常住経蔵律蔵論蔵諸達摩。普
礼十方常住菩 覚声聞諸僧伽。諸仏子。既礼三宝。還得衣珠。放下身心。
依位而住。（各幡還位時。咽 。唱法性偈云。各幡奉侍。至施食壇。掛之
後。掛銭偈。次法主。受位安位篇。）
９ 指壇真言（５１６c）
。曳。 。吠 左那野。莎。（法性偈。引聲。繞匝。至法堂前。）至楽。
１０ 拈花偈例（５１９c）
法身遍満百億界。普放金色照人天。底物現形潭底月。体円正坐宝蓮台。
（法性偈。引聲。繞匝。至正門外。止楽。次。）加持礼聖篇。
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儀礼名（次第名）（出典）／原文
１ 中礼作法，懺悔偈（１６６c）
我今以此加持食云云。供養呪下。回向呪云云。可奠物尽收。但存花 燈燭。
示云云。願聖云云。乃至。観行云云。法性偈云云。向其壇。鳴 祝願回
立。鳴 回向疏回立。化財云云。南無三満多云云。齋者三壇。皆奉香畢拝。
退於庭際敬跪。陪送礼。大刹寺。自古有焼送鉄床。鉄床不有浄処。築台三
所。白炭厚積。焼之。不為台。則山柳木三七條作簾。三部上壇床。沙門外
正中。中床左辺。下床右辺。右都監禁雑人。右。判首小旗 花引路牌。記
事侍三途牌。鍾頭壇主立。諸員三番庭右辺順回立。我今持呪此色花。加持
願。成清浄故。超間十三句。自亡霊孤魂七句云云。南無大聖引路云云。暫
繞匝。出至焼台念仏。左都監禁。雑人中旗花 位牌。記事侍壇主立。諸員
等立。中番庭左辺亦順回云。我今持呪此色花云云。超間十句。自唯願天仙
等三句後。願以此功徳云云。咏法性偈半繞匝。出至焼台前念仏。大都監上
判首大旗。威儀。察衆。領諸道者。沙弥左右列立。花 燈燭。引拝雙雙。
或諸山壇位牌。察衆以有色盖行。侍五如来番。三身幡三宝位牌。并載金
輦。次立昼盖。維那侍行次。秉法証明衆首禅徳等諸員。次次立。上番云。
我今持呪此色花。加持願成清浄故。至於已作上妙云云。逆回庭中三巡後。
挙霊山。動楽各色風流。一時 作。至焼台念仏。古徳云。庭際則三壇順
回。而広則下中二壇順回。上壇逆回。何者。上壇皆逆流故。古賢云。收壇
奉送礼。皆従下云。不以杖散火。火則万万無益。徃生偈云云。奉送呪云云。
上品上生呪云云。普伸回向云云。表白末後偈。
２ 結手作法，施食偈（１６７b）
我今以此加持食。普施孤魂及有情。身心飽潤獲清凉。悉脱幽途生善道（
羅云云。供養回向呪。乃至観行云云。法性偈鳴 。祝願。回向疏。奉送
礼如上。魚山能誦中礼偈云云。可也。不然則願以此功徳云畢。）
儀礼名（次第名）（出典）／原文
１ 対霊正儀，諸仏子普礼中位（５６２a）
普礼穢跡明王衆。普礼梵釈諸天衆。普礼護法善神衆。諸仏子。既礼三宝。
３『五種梵音集』（韓仏全１２）
朝鮮時代，１７世紀の僧侶智禅が，霊山，中礼，結手，預修，志磐の五つ
の仏教儀礼を整理したもの。
４『作法亀鑑』（韓仏全１０）
朝鮮時代後期の僧侶・白坡亘 （１７６７―１８５２）が，それまでの仏教儀礼
を整理したもの。
380 専修人文論集１０３号
還得衣珠。放下身心。依位而住。（大衆同誦法性偈。詣孤魂壇正中別置小
床。安引路幡。左辺下一寸 安宗室幡。右辺下二寸。安孤魂幡銭。次証明
献座云。）
２ 常用施食儀，浄土業（５６４b）
奉送孤魂 有情。地獄餓鬼及傍生。我於他日建道場。不違本誓還来赴。諸
仏子。既受香供。已聴法音。今当奉送。更宜虔誠。奉 三宝。普礼十方常
住仏法僧。（三幡及銭。和声三拝後。誦法性偈。而逆回一匝出。至焼台前。）
３ 宗師霊飯，表白（５６６c）
普礼十方常住仏法僧宗師位目。孤魂幡銭皆拝。（次法性偈出。至焼台前。）
４ 略礼王供文，拝送偈（５８８a）
普礼十方常住仏法僧。（中下二位。和声三拝。次誦法性偈。逆回一匝。出
至焼台前。下壇主白云。）
５ 三壇合送観，散華偈（５９１c）
謹白中位聖賢。及下位哀魂等衆。更宜虔誠。奉 三宝。普礼十方常住仏法
僧。（中位下位和声三拝。次誦法性偈。或法性偈除之。散華落三。動 後
挙霊山。引声繞匝。逆回一匝。出至解脱門外止楽。次下壇主。向下壇白云。）
